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れた方です、心から御悔み申し上げますn

027日実施した荒沢ダム家族会の実況報告を安藤君よ

りあり、詳細は次回に記載致します0

nRi本部より委頼あった成人の文筆能力に関する調査

の件につき国際奉仕社会奉仕は合同委員会を例会後

開催した。

○卓　話「社会福祉について」斎藤第六氏

○国民生酒の実態

自力で一定の基準の生活を営むことが田来ず国家の扶

助で生酒を支えておる階層149万人にのぼって居り、

またこれと轄同様程度で扶助を受けずに生活してる方

が1，170万人と推計せられ全国民に対比すると世帯数

で13％人口数で13％に当る。鶴岡市の現況は生活保護

適用者556世帯1，512名となって居る0

0社会福祉の理念

この様な国民生活を改善し発展させる為には一面にお

いて国民の生産力を培い、国民所得の総森を引き上げ

ることが不可欠要件であるが、他面国民所得の分配を

適正にすると共に、国家の責任において病人、老人、

子供等の層には国民の納得するところの最低線の生活

保償を推進せねばならない。現在資本主義体制下に於

いてはこれらの階層に対して国の責任に於いて憲法に

則って保護せねはならぬ世相となっておる、我国では

これら保護制として社会福祉四法が制定されておる0

1．生活保護法　2・児童福祉法　3・身体障害者福祉法

4．精神薄弱者福祉法

○生活保護　単独叉は二つ以上併給出来る

1．生活扶助　2．教育扶助　3・住宅扶助　4・医療扶助

う．出産扶助　6・生業扶助　7・葬祭扶助

○生活保護施設

1．養老施設2・救護施設3・更生施設4・医療保護魔

設　5．授産施設　6・宿所提供施設

○児童福祉施設

1．助産施設（黒川、長沼）2・乳児院（鶴岡）3・母子寮

（南町、斎）4・保育所（7ヶ所620名）

5．養護施設児童ホーム地域保育所（13ヶ所891名）

6精神摘弱施設（最上学乳今泉う季節保育所（29ヶ所

1，426名）

7．旨児施設（なし）

8．ろう暁児施設（青鳥学園）

9．虚弱児施設（蔵王学園）

10．肢体不自由児施設（ゆきわり整版学園）

11．教護院（古沢朝日学園）

○経営負担

生活保護　　　　国80％　市20％

児童福祉　　　国80％　県10％　市10％

身体障害者福祉　国80％　市20％

精薄者福祉　　　国80％　市20％

○身体障害者福祉

鶴岡市1，400名　手帳交付1，096名

目　　　237名　手　足　698名

吏芸疾く補装具
戦場病者　115名　手帳交付　　33名

○精薄者福祉

全国10ヶ所18才以上の人を収容

○結　　　び

国家、行政機関の保慣制度機構は申し上げましたよう

な現況むが今後は民間の社会福祉事業を拡大強化し

て官民一体となって不幸な逆境にある国民の1段の救

護に努めて行き渡い。

〇二ユニコ箱

張　君　家族会で皆さんに悦こんで頂き今後の親睦

のため

武田君　早退、御繁昌お目出度う

○本日の献立

薄あんかけ（鱒、アスパラ）　揚物（くしかつ、サラ

ダ、ハム）　味噌汁（豆腐、着荷）
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